Clinical management of hepatocellular carcinoma by Yamamoto, Kazuhide
279








































山 本 和 秀
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　消化器・肝臓内科学
キーワード：肝細胞癌，ラジオ波焼灼術，分子標的薬
Clinical management of hepatocellular carcinoma
Kazuhide Yamamoto
Department of Gastroenterology and Hepatology､ Okayama University Graduate School of Medicine､ Dentistry and Pharmaceutical Sciences
総　説






























CT 検査及びダイナミック MRI を用いてスクリーニ
ングを行う．近年の画像診断の進歩はめざましく，超


































































































































































































































































１) 根治後に HCV 排除を目指した IFN 治療
　Ｃ型肝炎に合併した肝細胞癌では，再発が高率であ
ることより，根治後に積極的に再発を抑制する治療が











２) 再発抑制・生存率向上を目的とした少量長期 IFN 
療法
　副作用や合併症の関係もあり，ウイルス排除を目的
とせず，ALT 改善や IFN の抗腫瘍効果を期待して少
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